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目 に な り ま す 。 長 い 試練 で し た が 、 耐 えて きま し た 。 
) た め に 耐え て きま し た 。 私 は 約 3,650 日 、 つ ま 
中 富 に 閉じ 込め られ た 無実 の 人 間 と し て の 
、 ど ん な 目 に 遭っ て も 耐え られ る と いう 
と で 私 を 破壊 し 、 私 た ちの 教会 を 破壊 す 
き 実 が 嘘 より も 強い か ら で す 。 指 導 者 は 
然 と し て 国民 の 考え 方 を 正す た め に 努 
た し 、 そ れ は 耕 定 で きま せん 。 そ う で す 、 
ん 。 私 た ち は 人 生 へ の 愛 、 前 向き な 姿 
s 来 に 取っ て 代わ られ る こと を 望み 続け ま 
語 を 打ち 砕 か な か っ た 炎 が 私 た ち を より 強 


明和 の た の 、 時 妥 な こと に 、 あ な だ 
昌 で 過ごし まし た 。 私 が この よう な こと を 言う の は 


1 抽 際 d す 。 私 た ち は 、 
融 巻 に 直面 務 た と さ 、 私 妨 ち の 愛 、 中 


中 で す が 、 そ れ は 素晴らし い 訴 
3 陸生 類 を 


義務 を 果たし 、 白人 を 人 種 的 忠誠 の 大 義 に 勝ち 取る よう 呼び か け ます 。 な た は 街頭 に | 時 和 h り ま せん 。 
あな た は あら ゆる 場所 に いる 私 た ちの 同胞 に 創造 性 の 言葉 を 説 か な け 租 謗 ん 最大 限 の 効果 を も た ら す た め に 
は 、 あ ら ゆ る 形式 の テク ノロ ジー を 活用 する 必要 が あり ます 。 以 前 は 沈黙 園 @W だ の に 、 表 二 る 勇気 が 必要 で す 。 私 た ちの 大 閉 は 
正しい と 絶対 の 自信 を 持っ て 語ら な けれ ば な り ま せん 。 あ な た の 活動 は た マス ヌス デ ィ ア が 報道 せ ず に は いら れ な い ほ ど 
ダイ ナミ ッ ク で な けれ ば な り ま せん 私 自身 、 文 字 通り 10 年 間 、 ど の 安楽 椅子 に も 座っ て いま 世 ん 。 そ し て 、 あ な た も どん な 安楽 椅子 
に も 座っ て は いけ ませ ん 。 よ り 良 い 未 来 は あな た の 努力 次 第 で す ! 


ら な けれ ば な り ま せん 。 
s 私 た ち は 、 第 一 戒 の 指示 に 従っ て 、 こ の 
咲 序 が 終 六 を 迎え よう と し て いる の で す ! 


すぐ に また 皆さん と 合流 で きる こと を 願っ て いま す が 、 そ うす る か どう か に 関係 な く 3 
それ は 決し て 不可 能 で は な い 勝 利 で す 。 実 際 、 出 来 事 は 私 た ちの 志向 に 
地球 上 で 常に 私 た ちの 種族 の 存在 を 保証 し 確保 する こと が で きま す 。 現 春 


兄弟 姉妹 の 皆さん ! 楽 し み に し て いる こと が た くさ ん あり まほ 。 私 た ちの 人 々 は 穫 界 申 g ナ @ い ます 。 現 在 の 秩序 は 崩壊 し 


だ 。 今 こそ 腐っ た ドア を 蹴 破り 、 笑 顔 で そう し な 以 れ ば な り ま せん 。 歳 夏 放 
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TCM ポー ラン ド は 、 ヨ ー ロ ッ パ で 最も 活発 な TCM 支部 の 
1 つ で す 。 し か し .、 創 造 性 を 広め る と いう あな た 自身 の 活動 
の ほか に 、 他 の 組織 や 個人 と 協力 し て 活動 する こと も あり ま 
すか ? 


は い 、 私 た ち は 公式 お よび 非 公 式 の 両方 で 他 者 と 協力 し て 
いま す 。 正 式 な 協力 形態 の 例 と し て は 、NOP (ポー ラン ド 国 
家 再 生 ) 党員 と と も に デビ ッ ド ・ デ ュー ク の 著書 『 ユ ダ や ヤ 至 


上 主義 』 を 翻訳 し た こと が 挙げ られ る 。 た だ し 、 私 た ち は そ 
の 本 を 自分 た ち で 印刷 し て 発売 する つも り で す 。 他 の サー 
クル へ の 非 公式 な サポ ー ト と し て 挙げ られ る の は 、 


ナシ ョ ナリ スト の 表明 に 参加 し 、「 ア フリ カー ナ 虚 殺 を 阻止 
せよ 請願 書 の 組織 化 を 支援 し DIN (プラ イド と モダ ニテ 
ィ ) 協 会 に 慈善 寄付 を 行い まし た 。 ご 存 知 の よう に 、 白 人 に 
と っ て 良い こと は 、 私 た ち に と っ て 最高 の 美徳 で す 。 


残念 な が ら 、 あ な た の 国 は 比較 的 新しい EU 加盟 国 で あり 、 
私 た ち も 間 も な く 加 盟 する 予定 で す 。 あ な た の 経験 に つい 
て 教え て くだ さい .。 経 済 的 に 生活 は 良く な り ま し た か 。 法 律 
は 変わ り ま し た か 。 法 律 と は 言論 の 自由 に 関す る 法律 の こと 
を 指し ます 。 
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経済 的 に 生活 は まだ 良く な っ て いま せん し 、 こ れ か ら も 絶対 に 
良く な ら な いで し ょ う 。 実 際 の と ころ 、 ポ ー ラ ンド が EU に 加盟 し 
て 以来 、 燃 料 と 食料 の 価格 は 上 昇 し 続け て お り 、 ス ロバ キア の 
例 が 示し た よう に 、 自 国 通貨 び が ユー ロ に 置き 換 わ れ ば さら に 悪 
化す る だ ろう 。 給 料 は まっ た く 増 えて いな いよ う で 、 少 し で も 給 
料 が 上 が る と 、 来 月 に は ほとん どす べ て の も の が 値上げ され て 
迎え られ ます 。 2012 年 の 平均 イン フレ 率 は 3.7 パー セン ト 
ポイ ント で 、 物 価 は 4 て 4.1 パー セン ト 上 昇 し まし た 。 最 貧 州 
の 失業 率 は 16 ン 21 パ ー セ ント の よう で す 。 最 近 の 予測 に よれ 
ば 、 ポ ー ラ ンド で 今年 生ま れる (白人 の ) 子 供 は わずか 39 万 人 
だ そう で す 。 


その 39 万 世帯 の うち 、13 万 2 千世 帯 が 非常 
に 貧し いた め 、 政 府 に 250 ユー ロ の 福祉 を 申 
請 し て お り 、 そ の 額 は 1 回 限り で す 。 そ の 後 は 
完全 に 自立 し 、 政 府 は 何 も 助け て くれ ませ ん 。 
経済 的 現実 は 出生 率 に 反映 され て お り 最近 
の 出生 率 は わずか 1.31 で す 。 我 が 国 の 「 経 済 
危機 」 が 白人 虐殺 の 隠れ た 計画 で ある こと は 明らか で す 。 人 々 
は 日 に 日 に 貧し く な っ て お り 、 メ ディ ア や 政治 家 は 私 た ち に 幸 
せ に な れ と 言い ます 。 な ぜ な ら 、EU が 後援 する 新しい 歩道 、 施 
び 場 道路 が あり 、 ユ ー ロ 2012 カ ッ プ 用 の 新しい スタ ジア ム も 
ほとん ど な い か ら で す 。 多 文化 主義 の 促進 と 非 白人 へ の 補助 金 
に 多額 の 公 的 資金 が 費やさ れ て いる 。 貧 し い 黒人 や 悪党 が お 
金 を 要求 し て 泣い て いる 看板 が 毎日 目 に 入る 。 あ な た が 求め て 
いる 法 改正 に つい て 言え ば 年 前 に NRA (最高 弁護 士 評 議会 ) 
が 報告 書 を 発表 し 、 そ の 中 で ポー ラン ド 人 は EU 国 民 の 中 で 最 
も 頻繁 に 監視 下 に 置か れ て いる 、 つ まり 次 の よう に 述べ て いま 
す 。 も ちろ ん 、 私 た ち は 最 大 の タッ プ 数 と より 厚い 監視 網 を 持っ 
て いま す 。 2011 年 、 警 察 は 200 万 回 、 シ ー ク レッ ト サー ビス 
は 20 万 [ 可 万 く の 電 話 料金 請求 を 要求 し まし た 。 皆 さん 、 オ ー ウ 
ェ ル の 「1984 年 」 へ よう こそ ! 


それ は さて お き 、Z0OG は ACTA を 使っ て イン ター ネッ ト を 検閲 


し よう と し まし た が 、 驚 くべ きこ と に 人 々 は 一 瞬 目 を 覚まし て 街 
頭 に 出 て 自分 た ちの 意見 を 見 せま し た 。 


怒り の た め 、 こ の アイ デア は し ば らく < 中止 され まし た (EU は 現 
在 INDECT シ ステ ム の 開発 に 取り 組ん で お り 、 ポ ー ラ ンド 秘密 
情報 届 は プロ キシ や Tor Web の 背後 に 身元 を 了 し て いる 人 々 
を 特定 で きる シス テム の 開発 に 取り 組ん で いま す ) 。 警 官 た ち 
は 聴覚 に 永久 的 な ダメ ー ジ を 与え る 音響 抑制 剤 の よう な 新 し 

い 武 器 を 手 に 入れ た 。 


現在 で は 、 あ な た が 「 テ ロリ スト 」 で ある と みな され た と き は い 
つ で も 、 あ な た を 射殺 する こと も 認め られ て いる (た と えば 、 妊 
娠 中 の 女性 は 腹部 に 爆発 物 を 抱え た 自殺 願望 の ある テロ リス ト 
と みな され て 射殺 され る 可能 性 が ある と 法律 で 定め られ て い 
る ) 。 公 共 の デモ 中 に 顔 を 隠す こと は 違法 で す (も ちろ ん 、 今 
で も そう する 人 は いま す ) 。 ま た 、 公 共 の 集会 に 対す る 私 た ちの 
権利 も 加重 され まし た 。 現 在 、 集 会 や デモ に 関す る すべ て の 責 
任 (経済 的 お よび 刑事 的 責任 ) は 主催 者 の 肩 に 
あり ます 。 そ の た め 、 警 察 の 挑発 が 最も 一 般 的 な 
現象 で ある こと は 驚く べき こと で は あり ませ ん 。 
ナシ ョ ナリ スト や サッ カー ファ ン に 対す る 警察 の 
残忍 な 行動 は 、 目 撃 者 の 証言 や 暴行 の ビデ オ 記 
録 な どの あら ゆる 証拠 が ある に も か か わら ず 、 警 
家 官 が あな た に 何 を し て も 禄 を 受け な いこ と を 示し て いま す 。 


新しい 犯罪 は 法律 で 定義 され て いる - つま り 「 テ ロ 扇 動 」 だ - 
た だ 問題 は 、 そ れ が 具体 的 に 何 な の か 誰 も 定義 し て いな いと い 
うこ と だ け で 、 技 術 的 に は あら ゆる 反 政 府 / 親 白人 の 行動 が この 
カテ ゴリ ー に 当て は まる 可能 性 が ある . 検 察 官 の 意見 。 欧 州 議 
会 の プロ ジェ クト で は 、 税 関 が 「 こ の 郵便 物 に 法律 に 違反 する 
内 容 が ある 」 と 判断 し た 場合 に の み 、 税 関 が EU 外 か ら 届く すべ 
て の 郵便 物 を 開封 し 、 階 審 の 評決 な し に 中 身 を 破棄 で きる よう 
に する と いう も の だ 。 「 ポ ー ラ ンド 」 政 府 が 「 ヘ イト スピ ー 
チ 」 に 関す る 法 改正 を 提案 - 


オカ マ を 傷 辱 し た 罪 で 最長 2 年 間 刑務 所 に 入れ られ る 可能 性 
が ある 。 強 制 注射 に 関す る 新しい 法律 が で きま し た 。 た と えば 、 
親 が 子供 へ の 注射 を 拒否 し た 場合 、 親 の 法律 が 失わ れ 、 子 供 が 
連れ 去ら れる 可能 性 が あり ます 。 こ こ に は さら に 列挙 する こと も 
で きま す が 、 こ こ で や め て お きま す 。 EU 加 盟 の 「 メ リッ ト 」 の 
全体 像 が 見 えて きた と 思い ます 。 
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ポー ラン ド 、 そ し て 東方 諸国 

ヨー ロッ パ で は 、 白 人 至上 主義 者 の 間 で は スト レー ト エ ッ ジ の サ 
ブ カ ル チャ ー で よく 知ら れ て いま す 。 そ の 現象 に つい て 何 を 教え て 
いた だ け ま すか ? 


スト レー ト エ ッ ジ が 東 ヨ ー ロ ッ パ で 人 気 の ある 現象 で ある こと は 
事実 で す が 、 ポ ー ラ ンド に は 当て は まり ませ ん 。 我 が 国 の 若者 や 国 
家主 義 者 の 間 で も 本 町 レベ ル は 非常 に 高く 、、 ア ルコ ー ル 依存 症 は 
彼ら が あら ゆる レベ ル で 活動 する た め の 最 大 の 障害 で ある と 言え 
ます 。 彼 ら の ほとん ど は 興味 を 持っ て いま す 


た と えば 、 音 楽 レ コー ド を 収集 
し た り 、 コ ン サ ー ト で お 酒 を 飲 
ん だ り (サッ カー の 試合 や フ 

ー リ ガニ ズム も 同様 に ) 楽 し ん 
だ り 、 デ モ 終 了 直 後に 酔っ た り 
する 場合 の み で す 。 こ うし た 弱者 た ちの 言い 訳 は 「 アル コー ル は 
麻薬 で は な い 」「 飲 酒 は ポー ラン ド の 伝統 」 だ 。 2009 年 以来 、 こ 
こ に は 自主 的 な 国家 主義 者 が いま す 。 


ポー ラン ド と 私 は 、 彼 ら 5 が アク ティ ブ な 奴ら で ある こと は さて お 
き 、 中 に は SxE の 人 も 何人 か いて 、 そ れ が 私 を と て も 幸せ に し て 
いま す 。 私 た ち ク リエ イタ ー は 、 ナ ショ ナリ ズム が 私 た ちの 現在 の 
問題 の 解決 策 で は な いこ と を 知っ て いま す が 、 結 局 の と ころ 、 薬 物 
を 完全 に 排除 し 、 親 白人 の 活動 家 が いる と いう こと は 、 私 た ち を 
本 当 に 幸せ に する は ず で す 。 ス トレ ー ト エッ ジ の ファ ッ シ ョ ン が ロ 
シア 、 ウ クラ イナ 、 ベ ラル ー シ か ら 私 の 国 に も すぐ に 伝わる こと を 
願っ て いま す 。 私 は も う 3 年 近く まっ た く 「 ク リー ン 」 で いま す が 、 
か つて は 大 酒飲み だ っ た 時 期 も あっ た と 言え ます 。 ま た 、 少 し 前 に 
ポー ラン ド の TCM 支部 に 新しく 加わ っ た 人 は ほとん どい ませ ん 
で し た が 、 全 員 が スト レー ト エッ ジ で ある こと を 誇り に 思い ます 。 


彼ら が 最後 で は な いこ と を 祈り ます 。 私 の 夢 は 、SxE クリ エイ ター 
と 専属 で 仕事 を する こと で す 。 麻 薬 中 毒 者 に は 近づか な いで くだ 
さい 。 礎 薬 は 悪 で す 。 そ れ で も 信じ られ な いな ら 、 ロ ン ア の ジ ダ ノ 
フ 教 授 の 講義 を 見 て くだ さい 


持 和 の 妥 い に 取り 組ん で い 09 の ラ 肝 ン の 本 の み に 


NDCIMWWS 


私 は 4 冊 の 本 、 つ まり ベン 著 『 自 然 の 永遠 の 宗教 』 の 翻訳 と F 刷 
を スケ ジュ ー ル し まし た 。 

クラ ッ セ ン 『 ユ ダ ヤ や 至上 主義 』 デ ヴィ ッ ド ・ デ ュー ク 著 、 

「 タ イタ ンズ の 行進 」 

アー サー ケン プ 著 、 リ チャ ー ド 
・D・ フ ュー ル 著 「 私 た ちの 間 の 
エレ クト ス 」。 
最初 の 2 つ を 翻訳 し 、 最 初 の 1 
つ を 現在 リリ ー ス し て いま す が 、 
2 つ 目 も 間もなく 公開 され る 予 
定 で す 。 ご 覧 の と お り 、 そ の リス 
ト に は 厳密 な 「 ク リエ イタ ー」 
本 が 1 冊 だ け あ り ま す 。 私 は 素 
青 ら し いも の を 選び まし た 

な ぜ な ら 、 私 は クラ ッ セ ン が 「NER」 で 言っ た こと を 拡張 する つも 
り だ か ら で す 。 彼 は 私 た ち に ユダ ヤ 人 の 陰謀 の 全体 像 を 与え て く 
れ ま し た が 、 デ ュー ク は 、 特 に 現代 に お いて 、 ほ と ん ど ユ ダ ヤ 人 

( ! ) の 情報 源 を 引用 し な が ら 、 私 た ち に 非常 に 詳細 な 情報 を 与え 

て くれ ます 。 ク ラッ セン 氏 は 、 私 た ち 白 人 は 輝かしい 過去 と 偉大 な 
功績 を 持っ た 偉大 な 人 間 で ある 、 と 語っ た 。 ケ ンプ は これ が 上 真 実 
で ある こと を 証明 し 、 ク ラッ セン が 言っ た よう に 、 た と えば 古代 エ 
ジ プ ト 、 メ ソ ポ タ ミ ア 、 イ ンド が 白人 で あっ た と いう 証拠 を 示し た 。 
クラ ッ セ ン 氏 は 、 私 た ち は 遺 伝 的 に ユニ ー ク で あり 、 私 た ちと 有色 
人 種 の 間 に は 大 き な 隔 た り が あり 、 ま た 、 人 種 の 混合 は 白人 の 虐殺 
と 文明 の 衰退 に つなが る と 述べ た 。 フ ュ エ ル の 本 は 、 こ こ で 私 た ち 
に 膨大 な 証拠 を 提供 し 、 い わ ゆ る 「 ア ウト オブ オブ 


アフ リカ 」 論 を ゴミ 箱 へ 。 ま た 、 キ リス ト の 狂気 に 関す る デュ ー ク の 
見 解 を 除い て 、 こ れ ら の 本 の どれ も 私 た ちの 信条 と 矛盾 し な いこ 
と も 重要 で す 。 こ れ ら すべ て の 本 を 出版 し た 後 、 そ れ ら の 本 に 含ま 
れる 偽 の 情報 を 除い て 、「 時 代 精神 」 ま た は 「 エ ンド ゲー ム 」 の ス 
タイ ル で 、 そ れ ら すべ て に 基づい た 専門 的 な 映画 を 作成 し 、 イ ンタ 
ーネット で 無料 で 放映 する 予定 で す 。 


また 、Europa Soberana ブロ グ の 背後 に ある スペ イン の 国家 主 
義 者 に よっ て 書か れ た 「 新 し い 人 種 分 類 」 と 題 され た 記事 も 翻訳 
し まし た 。 こ れ は 、 第 三 帝国 時 代 以 来 の 自然 人 類 学 に お ける 大 き な 
一 歩 で す 。 


あな た の 国 の 人 か ら の 問い 合わ せ は た くさ ん あり ます か ? 


Machine Translated by Google 
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そう 言え る か も し れ な い が 、 耳 が 聞こ えな い 沈 黙 が 何 週間 も 続く 
こと も ある 。 2010 年 に メデ ィ ア で の 中 傷 が あっ た 後 、 人 々 は 大 き 
な 関心 を 示し 、「NER」 の 存在 を 発表 し た 後 も 多く の メー ル が 届き 
まし た 。 

外 。 残 念 な こと に 、 こ の 本 に つい て 質問 する 人 の 中 に 
は 、8 ユー ロ は 高 す ずる と 考え て 、 二 度 と 返事 を し な 
い 人 も いる そう で す 。 し か し 土曜 日 の 夜 に ビー ル 数 
杯 に 8 ユー ロ を 支払 う の は 高 す ず な いと 思い ます 。 
メン バー シッ プ に つい て 尋ね た 人 の ほとん ど は 何 
も 答え ませ ん 


知ら され た 場合 彼ら は 背 教 に よっ て カト リッ ク ( ま 
た は 他 の 宗教 ) を 本 当 に や め な けれ ば な ら ず 近所 
で 無 条件 に 活動 し な けれ ば な り ま せん 。 し た が っ 

て 、 そ の よう な 問い 合わ せ は すべ て スパ ム ま た は 反 白 人 挑発 行為 
と し て 扱わ れ て いま す 。 


クラ ッ セ ン は ドイ ツ 民 族 の ウクライナ 生ま れ で あり 、 彼 の 作品 は 
普遍 的 で どこ に で も 適用 で きる と いう 事実 に も か か わら ず 、 創 千 
性 を 「 ア メリ カ の も の 」 と みな す 人 も いま す 。 し か し 、 そ れ で も 登 
場 人 物 の 中 に は 、 こ の 運動 が 米国 で 始ま っ た と いう 事実 を 、 そ れ が 
ヨー ロッ パ に は 当て は ま ら な いこ と の いわ ゆる 証拠 と し て 利用 す 
る 人 も いま す 。 そ の よう な 主張 に は どう 対応 し ます か ? 


これ は 、 最 も 反 白 人 主義 者 に 献身 的 で ある と 主張 する 人 々 の 最も 
一 般 的 な 議論 で す 。 

全く 異質 な ユダ ヤ 分 子 に よっ て 作ら れ た 平等 主義 的 宗教 (つま り 
キリ スト の 狂気 ) で あり 、 そ の 最大 の 派閥 は 外国 の バチ カン に よっ 
て 支配 され て お り 、 そ の 役人 は 様々 な 国 か ら 来 て お り 、 さ ら に は 
少数 の 国 か ら も 来 て いる 


さま ざま な 人 種 、 そ の 中 に は 黒人 や ユダ ヤ 人 も 含ま れ ま す 。 そ れ 
は 最高 の 国際 主義 と 多 文 化 主義 で す が 、 偽 善 者 で ある こと は 典型 
的 な キリ スト 教 の 行動 で あり 、 そ れ は ニヒル ・ ノ ヴィ で す 。 


さて 、 そ れ ら すべ て の 「 保 守 的 」 と 「 伝 統 的 」 
主義 の アジ ェ ン ダ に 支配 され て いる キリ スト 教徒 は 、「TCM は 伝 


統 的 な 国家 遺産 と ヨー ロッ パ の 伝統 を 白人 の 多 文化 主義 に 置き 
換え た いと 考え て いる 」 と 主張 し て いる 。 


Tagethar we can smash 
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「 外 国 で 生ま れ た も の は ここ で は 適用 され な い 」 と 主張 する 彼ら 
が どれ ほど 偽善 的 で ある か を 見 て み ま し ょ う 。 キ リス ト 教 は パレ 
スチ ナ の ユダ ヤ 部 族 に よっ て 発明 され 、 君 主 制 は 古代 の 「 異 教 」 
に 由来 し ます 。 


OonaMee エジプト 、 民 主 主義 の 考え 方 (現在 と は 大 きく 異な り 


ます ) は 古代 に 発明 され まし た - 「 異 教 」- ギリ シャ 、 
上 院 の 起源 は 古代 に あり ます - 


非 キリ スト 教 的 - ロー マ な ど 。 さ て 、 私 た ちの (キリ スト 教 
の ) 英 対 者 は 、 こ れ ら 多かれ 少な か れ エ イリ アン の アイ デ 
ア を すべ て 自分 た ちの も の と し て 組み 込ん で (また は 組 
み 込 ん で いた ) 、 主 張 し て いま す 。 

結局 の と ころ 、 そ れ ら は 他 の 国 に よっ て 発明 され た も の 
で あり 、 私 た ちの 文明 の 一 部 で す (それ ら の いく つか 
は 人 種 的 に 私 た ち に 関連 し て いま す 、 は い 、 し か し それ は ここ で の 
ポイ ント で は あり ませ ん ) 。 創 造 性 を 受け 入れ る こと に 関し て 「 異 
星人 の 考え を 適 店 させ る こと が いか に 悪い こと で ある か 」 と いう 不 
公平 な 議論 を すべ て 放棄 する か 、 外 国 の 料理 、 フ ェ ニ キア 人 が 発 
明 し た 貨幣 、 発 明 さ れ た 火薬 を 含む 他国 の 発明 を すべ て 永久 に 放 
棄 す る か 、 ど ちら か で し ょ う 。 中 国 武術 や アジ ア 各 国 の 武術 な ど 。 
は っ きり させ て お きま す が 、 あ な た が クロ ア チ ア 人 で 、 創 造 性 が 外 
国 の 異国 で ある アメ リカ か ら 生 まれ た と いう 理由 だ け で 、 そ れ を 受 
け 入 れ た く な いと し まし ょ う 。 大 丈夫 。 そ れ な ら 二 度 と 車 に は 乗ら 
な いで くだ さい 。 そ れ は フラ ンス 人 に よっ て 発明 され た も の で す 。 
電球 は すべ て アメ リカ 人 に よっ て 発明 され た も の で ある た め 、 電 
話 も スコ ッ ト ラ ンド 人 に よっ て 発明 され た も の で ある た め 、 す べ て 
捨て て くだ さい 。 そ う で な けれ ば 、 あ な た は 大 き な 偽 善 者 で す 、 友 
人 、 な ぜ な ら 、 本 当 に 有用 で 生産 的 な 「 エ イリ アン の 発明 」 の 中 に 
は 、 あ な た の 基準 か ら 見 て 優れ て いる も の も あれ ば 、 そ う で な いも 
の も ある の は 明らか だ か ら で す 。 


覚え て お いて くだ さい 。 私 た ち に と っ て 有益 で ある 限り 、「 異 星人 」 の 
発明 を 使用 する こと に 不道徳 や 不当 な こと は 何 も あ り ま せん 。 す べ て 
の 非 白人 人 種 が 、 私 た ち が 発明 し た すべ て の も の を 私 た ち に 対し て 
どの よう に 利用 する か を 見 て くだ さい 。 

彼ら を 勝た せる つも り で し ょ うか ? 


最近 、 ス ラブ 諸国 に は 、 す べ て の 政治 問題 に 対す る 一 種 の 解決 策 
と し て 、 汎 スラ ブ 主 義 を 明確 に 推進 する 民族 主義 団体 が いく つか 
存在 し ます 。 

汎 スラ ブ 主義 に つい て どう 思い ます か ? 


ーーーーーー デ ーー ニ ーー ビ ーーー 好 mwーーーーーーーーーーーーーーー 
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4 米国 /NATO を な の 5 より 2 
邊 シア と いう 導 国 と より 良い 関係 を 策 < カ が 午 と 
す 。 ロ ジア が 元 KGB 職 員 と ユダ ヤ 人 犯罪 者 に よう て 
いる こと は 誰 も が 知っ て いる が 、 ど うい うわ け か ロシア は 最近 の 
イラ ン と の 衝突 で は イス ラ エ ル を 支援 し な か っ た 。 私 は イラ ン の 
「 フ ァ ン 」 で は な い が 、 イ ラン が シオ ニス ト 国家 を 地図 か ら 消し 
去り 、 そ の よう な 紛争 で 大 き な 苦し み を 味わっ た と し た ら 、 そ れ 
は 私 た ち 白 人 に と っ て 良い こと だ ろう 。 


東 ヨ ー ロ ッ パ 諸国 で は 多 文 化 主 義 が まだ 強く な い (つま り 、 こ れ 
ら の 国々 を 西 ヨ コー ロッ パ / ア メリ カ / オ ー ス トラ リア と 比較 する と 、 
事実 上 非 白人 は ほとん どい な いと いう こと だ ) 。 そ こ に は 多く の 
居住 空間 が あり 、 ロ シア 領土 の 下 に 隠さ れ た 資源 は 今後 も 続く 
だ ろう 。 近 い 将 来 私 た ち が 生 き 残 る た め に 重要 で す 。 い ずれ に せ 
よ 、 最 近 で は イン ター ネッ ト フォ ー ラ ム 以 外 の どこ に も 「 汎 スラ 
ブ 主 義 」 や 「 汎 ゲル マン 主義 」 は ほとん ど 見 つか り ま せん 。 で す 
か ら 、 将 来 の 白人 人 種 社会 主義 コミ ュ ニ ティ へ の 前 哨 戦 と し て 
人 種 意識 を 構築 する と いう 私 た ちの 仕事 に 集中 し まし ょ う 。 。 


私 た ち は 皆 、 キ リス ト 教 の 本 当 の 意味 を 理解 し た た め に キリ スト 
教 の 宗教 を 放棄 し た 人 種 意識 の 高い 人 々 に 出会っ た こと が ある 
で し ょ う 。 し か し 、 彼 ら の 中 に は 空 の キリ スト 教 の 幽霊 か ら オ カル 

ト や 彼ら の バー ジョ ン の 幽霊 に 向かっ て いっ た 人 も いま し た 。 白 
人 は 宇宙 人 の 子孫 で ある と 信じ て いる 人 さえ いま す 


何 千 年 も 前 な ど 。 そ れ に つい て どう 思い ます か ? 


私 は あな た に 同意 で きま せん 。 も し キリ スト 教 の 幽霊 を 捨て て 「 ア 


ー リ ア 人 」 の 幽霊 と 恋 に 落ち た 人 々 が 、 キ リス ト の 狂気 と は 一 体 何 
な の か 、 そ し て それ が 白人 の 精神 に どの よう な 影響 を 与え る の か 
を 知っ て いた ら 


JNNDeYIMWS 


0 MM 9 ら く 代わ り に 草 和 性 を 選択 し た で し ょ よ 『 


ムー ド や 律 法 な どの ユダ ヤ 教 の 経典 が ユダ ヤ 人 に 何 を 伝え て い 
る か を 知っ て いた ら 、 彼 ら は 私 た ちの 側 に 立っ た で し ょ う 。 私 た ち 
の 目標 は 、 そ の よう な 人 々 に 、 款 教 が 人 間 の 集団 を ある 形 に 形 作 
る 道徳 的 価値 観 の 体系 で ある こと を 示す こと で す 。 一 度 彼 ら が そ 
れ を 理解 すれ ば 、 お そら く 彼 ら は 我々 の 生き 残り を 賭け た 本 当 の 
戦い に 参加 し て くれ る だ ろう 。 


私 た ちの 種族 。 


ロシア が 白人 蜂起 の 最後 の 希望 だ と 考え る 人 も いる し 米国 に つ 

いて も 同じ こと を 考え る 人 も いる し 、 小 さ な 民 族 主 義 的 な 空想 の 

中 で 生き て いて 、 人 口 500 万 人 や 1000 万 人 の 小国 は どう だ ろう と 

考え て いる 人 も いる 。 自 分 た ちの 力 で 自由 を 勝ち 取る だ ろう 。 近 い 

将来 私 た ち が ク リティ カル マス に 達し た と き 、 実 際 に 何 が 起こ る 
と 思い ます か ? 


私 は 、 古 代 メ ソ ポ タ ミ ア 、 エ ジ プ ト 、 イ ンド 、 ギ リ シ ャ 、 ロ ー マ で 起 
こっ た の と 同じ よう に 、 今 後 数 十 年 で 西 コ ヨー ロッパ と 米国 / カ ナダ 
の 少な く と も 一 部 が 衰退 する と 予測 し ます 。 た と えば 、 最 近 の 予 
測 で は 、 ノ ルウ ェ ー で は 約 10 年 後に は 非 白人 が 過半 数 を 占め 、 
イギリス で は 30 年 後に は 非 白人 が 多数 を 占め る よう に な る だ ろ 
う 、 と され て いま す 。 「 多 様 性 」( 白 人 虐殺 ) の 促進 に よ に り 、 ス ウ 
ェ ー デ ン な ど で は 性 的 暴行 が 500% 増 加 し まし た 。 私 の 考え で 

は 、 太 平 洋 岸 北西 部 / カ ナダ 北部 / ア ラス カ な どの 東 ヨ ー ロ ッ パ 諸 
国 は 、 私 た ち が 生 き 残 る 最後 の 希望 で す 。 私 た ち は 東 ヨ ー ロ ッ パ 
の 人 々 を 目覚 め さ 世 画 人 以外 め 皮 々 を すべ て 送り 返せ る よう 全 


力 を 尽く すべ き で す 。 


各国 と 私 た ち は 西 洋 人 の 間 の 白人 の 再 移民 を 促進 すべ きだ - 
私 は ぜひ そう し た い 


ーーーーーー デ ーー ニー ビー ル トー FR wwーーーーーーーーーーーーーー 
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偉大 な 農民 で ある アフ リカ ー ナ 人 が 、RSA の 血 に 飲 え た 野 訟 な 黒人 た 
ち に 殺さ れる の で は な く 、 東 ヨー ロッ パ に 移住 し て いる の を 見 て くだ 
さい 。 私 は ドイ ツ 人 が 現在 の 状態 で 非 白 人 の 大 群 に 混ざる の で は な 
く 、 シ レジ ア 、 ポ メラ ニア 、 プ ロイ セン に 移住 し 、 自 分 た ちの 美 し さ と 偉 
大 さ を 再 構築 する 姿 を 見 て みた いと 思っ て いま す 。 下 シレ ジア 、 プ ロ 
イセ ン 、 ポ メラ ニア ン の 村 の ほとん ど は 非常 に 荒廃 し て お り 、 ユ ダ ヤ 
人 の 共産 主義 者 が や っ て 来 て ドイ ツ の 住民 を 追い 出し た 日 以来 、 極 度 
に 貧し い 状態 が 続い て いま す 。 ド イツ 人 は 非常 に 生産 的 で 調和 の と れ 
た 国民 で す 。 ド イツ な ら こ の 土地 の 美 し さ を 再建 し 、 貧 し い 、 失 業者 が 
多い ポー ラン ド の 住民 に まとも な 仕事 を 与え る こと が で きる と 私 は 強 
く 信じ て いま す 。 歴 史 的 記録 は 明らか で す 。 人 口 の 大 部 分 を 占め る 領 


土 を 持た な い 人 々 は 絶滅 する 運命 に あり ます 。 私 た ち は 西 欧 か ら 逃 れ 
て きた 白人 が 平和 に 定住 で きる 、 白 人 だ け の 人 種 に よる 新しい 国家 を 
東 ヨ ー ロ ッ パ に 設立 すべ き で ある 。 太 平 洋 岸 北西 部 / カ ナダ / ア ラス カ 
で も 同様 の 州 が 形成 され る 可能 性 が ある 。 


広大 ) が ある 場合 彼ら は 2 倍 
| 来 し 、 北 ヨー ニ 各 ツ ウパ 、 ア ルプ 

れる と 、 ビ タ ミ ン D の 不足 に 
6 る だ ろう 。 


し 2 
の 


ー SW 
し た が っ て 、 彼 ら は か つて 白人 だ っ た 土地 すべ て で 絶滅 する か 、 南 へ 
の 移動 を 余儀 な くさ れ 、 彼 ら に 反抗 する の が は る か に 簡単 に な る か の 
どちら か で す 。 彼 ら は 新しい 技術 も 優れ た 医療 も 受け られ な いこ と に 
注意 し て くだ さい 。 部 族 間 の 戦争 に 巻き 込ま れる た だ の 野 論 人 に な る 
だ ろう 。 私 た ちの 祖先 で ある クロ マニ ヨン 人 や ネアンデルタール 人 は 
以前 の 氷河 期 を 生き 延び た の で 、 技 術 的 に より 進ん だ 私 た ち は な お さ 

ら 氷 河 期 を 生き 延び る こと が で きま す 。 唯 一 の 問題 は 、 少 数 の 白人 の 
グル ー プ が その 氷河 期 が 来る まで 生き 残ら な けれ ば な ら な いと いう 
こと で す 。 千 年 。 そ うす れ ば 、 ベ ン ・ ク ラッ セン が 予見 し た よう に 、 彼 ら は 
白人 の 人 口 を も う 一 度 再 建 し 、 今 度 は 白人 が 永遠 の 自然 の 法則 に 従っ 
て 未来 を 築く だ ろう 。 


お 金 。 「 シ ャ イニ ング 」 の ジャ ッ ク ・ 二 コル ソン の 言葉 を 引用 する と 、 
ー( K / M 人 が 


ノ he pevfect magte 


私 が 観察 し た と ころ に よる と 、 白 人 は 自分 の 子孫 の 品種 より も 自 、 < の 
せん が 、 私 た ちの 人 種 の 中 で 最も 生産 的 で 遺伝 的 に 健全 な 。 9 っ 

比べ て 時 間 も 注 意 も ほとん ど 必 要 と し な い 生 き 物 が いる と い 
ん 。 創 造 性 の 16 の 戒め で は 、 「 産 め よ 、 増 えよ 。 世 界 に 自分 と 
人 だ けが 住む お よう に する の が 私 た ちの 神聖 な 目標 で す 。」 と 言わ れ 
せん 。 


それ で は 次 の 点 に 移り ます 。 私 た ち は 、 動 物 に 関し て 遺伝 学 を ポジ テ 
や 農産 物 も 同様 で す 。 こ れ は 、 私 た ちの 人 々 が 私 た ちの 世界 を 共有 する 他 
だ か ら こ そ 、 人 々 は 私 た ちの 血 を 求め て いる の で す 。 


生起 ち の 凡々 が 著 供 を 持 記 を 選択 細 る き I@ き 學 氷 、 た ち が 選ん だ パー トナ ー の 遺伝 的 間 
紀 ま 記帳 思 玉 ま 9 策 寺 ち が 内 邊 対 還 能力 を 明 が し 示 し て いる 遺伝 的 育種 と いう 考え は 、 明 
当 i@ ほ まり ま 世 語れ ほ 生 寺 ち が 佳 I@G 人 る 社会 の 直し い 産物 の よう で す 。 


通 呈 ある 程度 の 旦 の 可 伝 請 週 性 検査 學 間 大 自 然 に 備わっ て お り 、 少 し 受動 的 で す 。 こ 薦 は 、 私 た 大 語 異 翌 候 誤 中 @ 肉 倫 的 な 魅力 
を 示 計 過 現 れる も の 69@ 入 ほ 礎 衣 @ 語 自然 の 高 次 の 知恵 が 再び 発揮 され まし た 罰 / トラ クコ 還 藻 8 豆 填 導 盟 休 的 反応 が 
非 測 分 上 還 G9/ 太 上 論 ほ 日 る 守 代 雇 8J) な も の より も は る か に 深い も の で す 。 


婦人 生 2 が 2 ある き 着 断 瞳 大 男 放 に 惹か れる 傾向 が あり ます 。 強 力 な の 
NE れ だ MD 紀 修 数 を 旭 NM 記 彼女 の 注意 と 賞賛 を 得 よ う 旨 


放 に 関す る 性 欲 、 は 
う で な い 限 り 、$ 


つま り 、 誰 か に 痢 が = ハ 

と に な り ま す 。 し た が っ て 、 も し 私 た ち が こ の 知識 剛 
ら に 促進 する た め に 利用 し た ら ど うな る だ ろう か と 考え て し まい ます 。 私 た ち は 置 外 
よび 精神 的 な 資質 に 基づい て 、 真 に 認知 的 に パー トナ ー を 選択 する こと が ど れ く 豆 ば 


現代 思想 は 、 そ れ が どん な に 間違っ て いて も 、 感 情 的 また は 肉体 的 な ニー ズ を 即座 に 満た すこ と を 目的 と し た パー トナ ー を 求め る よ 
う 私 た ち に 勧め て いま す 。 こ の 世界 の ほとん どす べ て の こと は 瞬間 的 な も の で あり 私 た ち が 本 能 E を オフ に し 、 自 然 な 衝動 を 無視 する 
こと に 慣れ て し まっ て いる と 信じ る の は 無理 も あり ませ ん 。 ヽ 


私 た ちか が 故郷 と 呼ぶ 多 文化 の 汚水 の 中 で 生き 残る た め に 。 私 た ちの 人 々 は 自然 の スイ ッ チ を 簡単 に オフ に で きる の で し ょ うか 、 そ れ と も 
時 々 思い 出さ せる 必要 が ある だ け で し ょ うか : 目 先 の 満足 が どれ ほど 非 生 産 的 で 未熟 で あっ て も .… 私 た ち は 本 能 に 鈍感 に な つて いる の 
で 、 そ れ が 私 た ち が 行 うこ と で す 。 物 事 が 今 と 同じ 道 を た どれ ば 、 悲 惨 な 結果 が 生じ る 可能 性 が あり ます 。 化 騰 し て 成長 する 時 間 を 与え 
れ ば 、 種 が 環境 に 適応 で きる よう に 、 そ れ が 新た な 本 能 と な る で し ょ う 。 私 た ちの 数 が 減少 し 続け る 中 、 将 来 の 世代 が 構築 する た め の 最 
良 の 遺伝 的 基盤 を 持た せる こと が 絶対 に 不可 欠 で す 。 


その 上 。 


私 た ち が 自 然 法 へ の 取り 組み を 強化 し て 受け 入れ る こと を 選択 し た と き 、 こ れ ら の 質問 に 対す る 答え は すぐ に 得 ら れ ま す 。 し た が っ て 、 
今度 は 、 答 え を 見 つけ る た め に 、 よ り 痛 烈 な 質問 を する 時 が 来 ま し た 。 私 た ち は 息 子 や 娘 、 そ し て 自分 自身 に 、 私 た ちの も の と 混ざり 合っ 
て 、 私 た ちの 偉大 な 種族 の 将来 の 持続 可能 相 を も た ら す 遺伝 子 カ ク テ ル を 提供 し て くれ る 、 最 も 強い 生存 特性 を 備え た 配偶 者 を 探す よ 
う 奨 励 し て いる で し ょ うか ? 

私 た ち は メ ディ ア と いう 敵 に よっ て も た ら さ れ た 表面 的 な も の に 囚われ て し まう の で し ょ うか ? 愛 は すべ て 順調 で 良い も の で す が 、 潜 在 
的 な 配偶 者 に 対し て 私 た ち が 感 じ る 最初 の ホル モン 反応 以外 に 、 も う 少 し 考え る べき こと が ある の で は な いで し ょ うか が か? 良い 相手 を 見 つ 
ける に は 時 間 が か か る か も し れ ま せん が 、 取 り 組 む 価 値 は あり ます 。 「 愛 」 と いう 概念 は 、 識 別 能力 の 産物 で ある 子供 た ち を 見 守り 育て 
る こと に よっ て 継続 的 に サポ ー ト され 、 再 確認 され ます 。 も し 私 た ち が 愛 する こと を 選択 で きる の な ら 、 な ぜ 私 た ち は 最高 の 中 の 最高 の も 
の を 愛す る こと を 選ば な い の で し ょ うか ? 愛 に 関連 する 温か く ふ わっ と し た 感情 も 、 私 た ち が 配 偶 者 を 引き 付け 、 絆 を 深め る の に 役立つ 
進化 の 副産物 で す 。 自 然 か ら の も う 一 つの 紛れ も な い ナ ッ ジ 。 


私 は 性欲 を 止め よう と し て いる わけ で は あり ませ ん 。 お そら < 重要 な の は 、 プ ロ セ ス 全 体 の 速度 を 少し 落と し て 、 す べ て に 気づく こと で す 。 


以上 の こと を ず べ で 踏ま えた 上 で 、 私 は あな た た ち に 第 12 戒 を 与え ます 。「 将 来 の 世代 の 進歩 と 向上 に 向け て 努力 する こと に よっ て 、 自 
然 の 計画 を 促進 する こと は 、 私 た ちの 義務 で あり 、 特 権 で す 。」 
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Machine Translated by Google 
数 年 前 私 は スピ ー チ を する た め に カン ザ ス シ ティ に 招待 され まし た 。 (私 は 他 の 
人 の 「 愛 国 者 」 の グル ー プ で し た が 、 政 治 的 お よび 哲学 的 イデ オロ ギー が : 
ー チ ャ ー、 そ の 他 さ ま ざ ま な グル ー プ が いま し た 。 変 装 し た FB 昌 査 官 数 


が 、 彼 ら の ほとん ど は 自分 た ちの 忠誠 心 が ど こ に ある の か ひど く < 混乱 し て 
旗 、 憲 法 に 関す る 疲れ 果て た 陳腐 な 立場 に し が みつ いて いた こと 以外 に は 、 ほ と ん ど 共 通 点 を 持っ 


バラ の や り 方 で 。 


私 の スピ ー チ の 主題 は 、 こ の 記事 の タイ トル の 最後 の 部 分 と 同じ 、 神 と 還 な と で し た 。 
あま り 好 評 で は あり ませ ん で し た 。 私 は 彼ら に 、 彼 ら が 聞き た く な いこ と を 話し まし た 。 つ ま 
白色 人 種 を 悩ま せ て いる 数 多く の 悪 や 問題 の 解決 策 で は な か っ た し 、 彼 ら が 世界 の 本 当 の 問 


W 
1 


1 ら に 、 第 二 次 世界 大 戦 以来 、「 愛 国 者 」、「 保 守 派 」 、「 右 細 」 な ど が コ 

意味 で 効果 の な い 闘 い の 歴 史 を 思い 出さ せま し た 。 ど う や ら 流 れ を 
il し 、 ア メリ カ を 破壊 し 、 実 際 、 白 色 人 種 が 過去 数 千年 に わた 
っ 向 か ら の 猛攻 撃 に 少し も ひる むこ と が な か っ た 。 。 


私 は 修辞 的 な 質問 を し まし た 。30 年 と 20,000 回 の 失敗 を 経て 、 基 本 的 な 前 提 を 再 検 記 
坂 を 流れ て いく と いう 前 提 で 水道 橋 を 建設 し て いて 、30 年 後に は どの 水道 橋 も 悲惨 な 失敗 に 
前 提 を 再 評価 し て 、 水 は 上 り 坂 に 流れ な か っ た と 結論 付け る の で は な い だ ろ うか ? 


次 に 、 私 が 知っ て いる 方 法 を で きる だ け 明 確 に 示し まし た 。 こ れ ら の 要因 が どれ も 当て は ま ら な いこ と 。 神 、 国 、 国 旗 、 あ る い は 憲法 が 基本 
的 な 問題 で し た 。 こ れ ら の どれ に も 本 当 の 解決 策 は あり ませ ん 。 私 は 問題 の 核心 に 迫り 、 率 直 に こう 述べ た 本 当 の 問題 は 人 種 だ 白色 
人 種 の 存続 、 拡 大 、 進 歩 で あり 、 本 当 の 敵 は 、 あ の 史上 最高 の 陰謀 的 首謀 者 に 率い られ た 世界 の 泥 人 種 で ある 。 、 不 誠実 な ユダ ヤ 人 。 


先ほど 説明 し た よう に 、 こ れ は 混合 グル ー プ で し た 。 全 員 が 白人 で あっ た に も か か わら ず 、 そ れ は 多 言語 の 哲学 で 構成 され て お り 、 象 を 
「 見 に 」 行 っ た イン ドス タン か ら 来 た 6 人 の 盲人 の よう に 、 そ れ ぞ れ が 独自 の 道 を 歩ん で いた 。 多 言語 グル ー プ か ら 予 想 さ れる よう に 、 何 
も 達成 され ず 、 共 通 点 に 達する こと も 、 追 求 され る 価値 の ある プロ グラ ム も 、 そ の 他 の 価値 の ある も の も 何 も 達 成 さ れ ま せん で し た 。 異 種 
混合 で は 価値 の ある こと を 達成 する こと が 不可 能 で ある の と 同じ で す 。 多 言語 の 社会 や 国 と 同様 に 、 異 質 な 多 言 語 の グル ー プ で 何 か を 
達成 する こと は 不可 能 で す 。 さ ら に 、 こ の グル ー プ は キリ スト 教 と 保守 主義 (私 は コー シャ と 保守 主義 と 呼び た い ) の 路線 に 治っ て プロ 
グラ ム さ れ て いた た め 、20 分 の スピ ー チ の 制限 内 で 長年 に わた る 教化 の プロ グラ ム を 解除 する の は 不可 能 で ある こと に 気づき まし た 。 


し か し 、 驚 いた こと に 、 そ れ は 完全 な 損失 で は あり ませ ん で し た 。 私 が 仲間 内 で 宣言 し た よう な 異端 に 対す る 賛同 を 表明 する 人 た ち は あ 
まり に も 怖 気 づい て いた が 、 夜 遅く に な る と 心強い 数 名 が 私 の 部 屋 に 来 て 、『 自 然 の 永遠 の 宗教 』 と 『 自 然 の 永遠 の 宗教 』J の コピ ー を 購入 
し 、 個 人 的 に 興味 と 賛同 を 示し た 。 記 録 「 白 人 種 の 生存 」 。 (『 白 人 聖書 』 は まだ 印刷 され て いま せん で し た )。 
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この エッ セイ で は 、 私 た ち ク リエ イタ ー が 、 お 気に入り の コー シャ と 保守 主義 の 路線 を 追求 する こと が 失わ れ た 大 義 で ある と 信じ て いる 理由 を 簡 
単に 説明 し た いと 思い ます 。 こ れ ら の コー シャ 保守 主義 者 た ち が 非 常に 夢中 に な っ て いる 4 つの 主題 を それ ぞ れ 簡単 に 検討 し て み ま し ょ う 。 


最初 の 項目 「 神 」 を 取り 上 げ ま し ょ う 。 自 然 の 永遠 の 宗教 と 白人 の 宗教 の 両方 に お いて 


て は 重大 な 災難 で あっ た 一 つの 巨大 な 詐欺 で ある こと を 、 ペ ー ジ ご と に 十分 に 証 
を 救う た め に 了 圭 が 現れ る こと は な いと 確信 し て いる だ け で な く . 逆 に 、 叱 霊 に 対す 
6 と 確信 し て いま す 。 何 千年 も の 間 、 私 た ち 自 身 の 人 種 的 宗 


どこ に あり ます か ?」 の 章 で 取り 上 げ ま し た 。 自 然 の 
し に つい て 触れ =3 し た が 、 そ こ で は 人 種 的 忠誠 心 を 
に 振り 返っ て み ま し ょ う 。 


“ の 集合 上 脱い れる こと も あり ます 。 ま た ボー ラン ド の 場合 が 人 
2 込ま れ 、 任 服 者 の 領土 に 上 Lts= し も あり ます の 二 あの th で いずれ に と ょ 上 と は 、 そ の 時 の 人 を 衝 っ て 
きれ た 済 動 的 で 不安 定 で 穫 的 な 人 過去 数 世紀 に わた っ て 、 ユ タダ ヤ 人 の 手 は 、 そ の よう な 政治 的 実体 の 村 


。 べ N eo て 
f N 
SN 


し か し 、「 国 」 を さら に 一 歩 分 析 し て 、 そ の 最も 貴重 な 贈り 物 、 つ まり 私 た ちの 主要 な 忠誠 心 に 値する か どう か を 判断 し て み ま し ょ う 。 


私 た ち が 、 た と えば アメ リカ 合衆国 な どの 「 国 」 に つい て 話す と き 、 少 な く と も 3 つの 別個 の 異な る 要素 に つい て 話し ます 。 (a) その 境界 内 に 含 
まれ る 土地 と 不動 産 が あり ます 。 (b) この 同じ 不動 産 を 占有 し て いる 人 々 が 存在 し 、(c) 土地 と その 占有 者 の 両方 を 管理 する 政府 が 存在 し ます 。 


私 た ち 創 造 者 は 、 土 地 と 領土 の 神聖 さ を 強く 信じ て お り 、 そ の た め に は 戦い 、 死 ぬ 価 値 が ある と 信じ て いま す が 、 す ぐに 付け 加え た いと 思い ます 。 
「 は い 、 し か し 誰 の 利益 の た めで すか ? 」 そ れ が 白色 人 種 の 利益 の た め な ら 、 間 違い な くそ うだ 。 し か し 、 そ れ が ユダヤ 人 、 黒 人 、 泥 民族 に と っ て 利 
益 に な る か と いう と 、 明 ら か に そう で は あり ませ ん 。 


米国 の 歴史 を 見 る と 、1846 年 か ら 1848 年 の 対 メ キシ コ 戦 争 と イン ディ アン 戦争 を 除け ば 、 そ れ 以 降 米 国 が 行っ た 事実 上 すべ て の 戦争 は 白人 に 
と っ て 不利 益 を も た らし 、 ユ ダ ヤ 人 の 利益 と な っ た 。 こ れ に は 南北 戦争 、 第 一 次 世界 大 戦 、 第 二 次 世界 大 戦 、 朝 鮮 戦争 ベト ナム 戦争 が 含ま れ ま す 。 
この カテ ゴリ ー に は 、 山 賊 国家 イス ラ エ ル と その 後 の 侵略 戦争 を 切り 開く の を 助け る た め に 米国 が ユダ ヤ 人 に 供与 し た 数 百 億 ドル と いう 膨大 な 
援助 も 含め な けれ ば な ら な い 。 


] ぽ 
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アラ ブ 人 に 対し て 。 こ れ ら すべ て の 戦争 に お いて 、 白 人 は 悲し い 敗 者 で あり 、 悲 劇 的 な 犠牲 者 で あり 、 ユ ダ ヤ 人 は 唯一 の 受益 者 で あ 


っ た 。 白 色 人 種 に 対す る この 種 の 転覆 と 裏切り は 、 あ な た の 胸 に 愛国 心 と 国旗 と 国 へ の 忠誠 の 熱意 を 呼び 起こ し ます か ?F し い 意 
味 で の 白人 に と っ て は そう で は あり ませ ん 。 


さら に 聞い て み ま し ょ う 。 ど こま で も 黒人 が 主 な 住民 で ある この 国 の た め に 、 血 を 流し て 死ん で も 喜ん で 戦い ます か ? そ し て 最後 
に 、 白 人 種 の 雑種 化 と 破壊 を 主 な 目的 と する ユダ ヤ 人 の 銀行 家 と ユダ ヤ の 権力 体制 に よっ て 支配 され て いる 政府 の た め に 戦う だ ろ 
2) 


ここ か ら が 分 析 の 核心 に な り ま す 。 ユ ダ ヤ 人 と 黒人 の 利益 の た め 、 そ し て 自国 民 に 不利 益 を も た ら す 戦争 で 、 ど こ か の 国 の た め に 戦 
う 白 人 は 、 自 民族 に 対す る 卑劣 な 裏切り 者 と みな され る 。 私 た ち 創 告 者 に と っ て 、 自 分 の 種族 に 対す る 裏切り 者 ほど 非難 す べき 生き 
物 は あり ませ ん 。 私 た ち に と っ て 、 貴 重 な 白 色 人 種 へ の 忠誠 心 は 、 他 の あら ゆる 忠誠 心 や 他 の あら ゆる 問題 に 影 を 落と し て いま す 。 そ 
れ は ユダ ヤ 人 の 神 、 あ る い は 国 、 国 旗 、 憲 法 に 影 を 落と し て いま す が 、 こ れ ま で の と ころ どれ も 白色 人 種 を 救う た め に 指 を 上 げた こと 
は あり ませ ん 。 


次 に 、 米 国 の 国旗 と 国旗 全般 に つい て 考え て み ま し よう 。 


グル ー プ が 自ら を 宗教 団 
は 、 ヨ ッ ト クラ 局 \ サ ッ 
国 車 に も 旗 が あり ます 。 


国旗 は 基本 的 に 、 特 定 の 人 々 の グル ー プ の 理想 、 信 条 、 哲 学 を 象徴 的 に 表現 し た も ( で あ 、 
体 、 人 種 グ ルー プ 、 国 、 そ の 他 の 共通 の 存在 と し て 認識 し て いる か どう か は 関係 あり 
カー チー ム な どの スポ ー ツ グル ー プ 、 ま た は オリ ン ピ ッ ク 旗 の よう な 国際 2 


私 た ちの 「 国 」 以 外 の 白人 の 視点 (私 た ち ク リエ イタ ー 
の よう な 考え を 表し て いる の で し ょ うか ? そ の 質問 を 50 人 の 
は 疑問 で す 。 こ の 「 国 」 は 、1776 年 以前 に イギリス 国旗 を 
アメ リカ 独立 戦争 以来 、 ベ ッ ツ ィ ー・ ロ ス 旗 を 掲 揚 し まし だ が 数 | 
た と えば 、 カ リフ ォ ル ニア な どの 一 部 の 州 で ee 
部 の 州 で は 6 つも の 異な る 旗 が 掲げ 和 | 


計 ね た 場合 、 間 
〔 昌 し て きた 。 「 私 


つま り 、 国 旗 は 人 々 の 哲学 や 気分 少な hn 本 1 

下 で も あり ませ ん 。 

1846 年 か ら 1848 年 の メキ シコ 戦争 を 戦っ た と き ko は めき: 電 も o」 才 に は pg69 な 昌 M [ 

65 年 、 ユ ダ ヤ 人 と 黒人 の 利益 の た め に 南部 の 自 人 を 粉 確 た 0 

た ほとん どす べ て の 戦争 (いく つか の 散在 する イン ディ アル 

ら に 操 ら れ た 裏切り 者 た ちの 利益 の た め に 戦わ れ で きた 。 
われ き 


^ 


で は 、 そ の よう な 旗 に は 本 当 に 戦う 価値 が ある の で 
そう に な い 。 少 な く と も 、 忠 実 な 白人 人 種 の 同志 は 
光 」 の た め に 、 自 分 の 人 種 の 虐殺 に 再び 魅了 され : 
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さて 、 憲 法 の 話 に 移り ます 。 こ の 主題 に つい て は 、『 自 然 の 永遠 の 宗教 』、258 て 262 ペー ジ で 詳し く 説 明 し まし た が 、 い くつ か の 
説得 力 の ある 点 を 除い て 、 こ こ で 繰り 返す 必要 は あり ませ ん 。 


1. 一 方 、 副 法 の 起草 に 協力 し た 建国 の 父 た ち は そ う で し た 。 大 多数 の 土地 所 有 者 や 資力 の ある 人 々 は 、 彼 ら 自 身 が 奴隷 を 所 有 し て 
いま し た 。 (ジェ ファ ー ソ ン 、 ワ シン トン 、 そ の 他 多 く の 人 た ち 。 ) 彼 ら は 黒人 た ち を 私 た ちの 統治 社会 の 一 部 に 加え る つも り は 
な く 、 さ ら に 彼ら に 投票 権 を 与え る つも り も な か っ た 。 こ の 憲法 と いう 紙切れ が 、 減 少し つつ ある 多数 派 の 白人 を ユダ ヤ 人 の 猛攻 撃 
か ら 守 る の に どれ ほ と 無 意味 で 、 ど れ ほ と 効果 が な いか を 説明 する た め に 、 今 日 ユダ ヤ 人 が 統合 、 人 種 混合 、 差 別 を 強制 する た 
め の 最 も 強力 な ツー ル と し て 憲法 を 利用 し て いる こと を 考え て みて くだ さい 。 不 本 意 で 反抗 的 だ が 混乱 し た 白色 人 種 の 雑種 化 。 自 
慢 の 憲法 の お か げ で 形勢 は 逆転 し 、 白 人 人 種 は 黒人 と ユダ ヤ 人 の 奴隷 と な っ た 。 現 在 、 白 人 が ほとん どの 仕事 を こなし 、 圧 政 的 な 
税 負 担 と いう 圧倒 的 な 重荷 を 育 負 っ て いる 一 方 、 黒 人 た ち は 居 候 し て ウサ ギ の よう に 繁殖 し 、 ユ ダ ヤ 人 た ち は 大 地 の 肥やし を 食べ 
て 暮らし て いる 。 


2. 合意 、 条 約 、 憲 法 そ の 他 何で あれ 、 文 書 に 書か れ た も の は 、 そ れ を 施行 する 権限 に 裏付け られ た 、 参 加 者 の 決意 に よっ て の み 有 効 
と な り ま す 。 


で すか ら 、 こ の 最も 重要 な 問題 を 思い 出し て 、 よ く 注 意 し まし ょ う 。 私 た ち 創 造 主 に と っ て 、 イ ギリ ス 、 フ ラン ス 、 ド イツ 米国 の い ず 
れ に 住ん で いる か に か か わら ず 、 私 た ちの 人 種 に 対す る 忠誠 心 は 何より も 重要 な 忠誠 心 で す 。 そ れ は 、 空 の 幽霊 、 国 、 旗 、 憲 法 な ど 
の 人 為 的 な 概念 に 対す る 他 の 忠誠 心 を 無効 に し 、 覆 い 隠 し ます 。 そ れ が 私 た ち が 人 種 的 な 宗教 を 持っ て いる 理由 で す 。 白 人 、 そ し て 
白人 だ け の 生存 、 拡 大 、 進 歩 に 捧げ られ た 宗教 。 私 た ちの 人 種 は 私 た ちの 宗教 で す 。 


し か し 、 単 に 私 た ちの 人 種 が 私 た ちの 宗教 で ある と 言う だ け で は 十分 で は あり ませ ん 。 確 か に 、 私 た ち は 間 題 の 核心 に 到達 し まし 
た が 、 意 味 の あ る 運動 を 構築 する に は 、 ま だ 範囲 が 広 す ぎ 、 曖 昧 すず ます 。 そ れ を 伝え 、 利 用 し 、 描 写し 、 明 確 に 定式 化す る 必要 が あ 
り ま す 。 そ れ は 今日 存在 する 白色 人 種 の ニー ズ と 問題 に 答え な けれ ば な り ま せん 、 そ し て キリ スト は それ ら が 多様 で ある こと を 知っ 
て いま す 。 そ れ は 今日 の 切実 な 疑問 に 答え な けれ ば な ら ず 、 賢 明 で 実用 的 な 解決 策 を 考え 出さ な けれ ば な り ま せん 。 そ れ は 、 あ ら ゆ 
る カテ ゴリ ー、 私 た ちの 存在 の あら ゆる 段階 そし て 白人 コミ ュ ニ ティ の 存続 の た め の ガ イド ライ ン を 定め な けれ ば な り ま せん 。 


し か し 、 そ れ 以 上 の こと も 行う 必要 が あり ます 。 次 の 100 万 人 の た め に 白色 人 種 の 目標 と 方 向 仁 を 示さ な けれ ば な り ま せん 


ち は す べ て の 基本 を カバ ー し まし た 。 私 た ち は 、A か ら Z ま で の 人 生 
、 健 全 な 社会 、 健 全 な 環境 、 健 全 な 身体 に 健全 な 精神 が 宿る 
上 還 つて い ます 。 


違い を 回 避 し ます 。 私 た ち は 「 人 類 」 全 体 を 「 救 い 」「 高 


NNature's Finest の 最善 の 利益 の た め に 働く こと 
s な クズ が 墓 延 し て いる と 独断 的 に 述べ て いま す 。 


明 し て お り 、 そ の 中 で 私 た ち は すべ て が 白人 
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この 点 に つい て 、 私 た ち は 黄 金 律 に まとめ て いま す 。 白 人 に と っ て 良い こと は 最高 の 美徳 だ 。 白 人 に と っ て 悪い こと は 究極 の 罪 で す 。 


私 た ち は 、 多 数 の 泥 民 族 の 福祉 に も 、 彼 ら に 食事 を 与え る こと に も 補助 金 を 与え る こと に も 、 彼 ら を 「 高 揚 さ せる 」 こ と に も 興味 が あり ませ ん 。 
実際 私 た ち は 彼 ら の 生存 に さえ 興味 が あり ませ ん 。 私 た ち は 、 適 性 検査 で 生き 残る と いう 自然 の 法則 に 全面 的 に 同意 し ます 。 泥 の 種族 が 自分 
自身 を 養う こと が で き な け れ ば (そし て それ が で きま せん ) 、 も し 彼ら が それ を ハッ キン グ で き な け れ ば 、 彼 ら は 農 で 枯れ て 絶 減 し て し まい 
ます 。 私 た ち に 関す る 限り 、 彼 ら 5 は それ に 値する も の で あり 、 早 けれ ば 早い ほど 良い の で す 。 世 界 か ら す べ て の ゴミ 、 犯 罪 者 、 寄 生 虫 、 居 候 が 早 
< 一掃 され る ほど 、 白 色 人 種 の 最高 の 人 々 が 再び 自分 自身 の 世界 を 拡大 し 、 よ り 白 く 明 る い 世 界 を 構築 する た め の 余地 を 得る の が 早く な り ま 
す 。 


コー シャ 保守 派 は 一 日 を 終え た 。 50 年 間 、 彼 ら は 神 と 国 、 国 旗 と 憲法 に つい て の た た さき 文句 を 吐き 続け て きた 。 50 年 間 に わ た り 、 彼 ら は 勝 
利 の な い 中 途 半端 な グル ー プ を 生み 出し 、 そ の うち 少な く と も 2 万 人 は いる が 、 彼 ら は 白人 人 種 が 現実 的 な 解決 策 と 対 財 す る の を 分 断 し 、 混 
乱 さ せ 、 遅 ら せ て きた だ け だ 。 ユ ダ ヤ 人 の 疫病 。 そ うす る こと で 、 彼 ら は 分 断 統 治 と いう 危険 な ゲー ム を プレ イ す る ユダ ヤ 人 に 多大 な 責 献 を し 
た こと に な る 。 


うな 訓 っ た 前 提 に 基づい て 実用 的 な 水道 橋 を 


委 1 
み 

cf ず 1! 

私 た ち は 、 コ ー シ ャ 保守 主義 者 た ちと これ 以上 トラ ッ ク を 結ぶ こと は あり ませ ん 。 「 生 まれ 変わ っ た 」 ク リス チャ ン 、 ア イデ ン テ ィ テ ィ ク リス チャ 
ン 、 そ し て その 他 の 誤っ た 方 向 に 導 か れ た 同胞 た ちと 同じ よう に 、 彼 ら は 夢 の 世界 、 愚 か 者 の 楽園 に 住ん で いま す 。 け 。 

を 破壊 する た め に 計画 し た 危険 な ゲー ム の 貴重 な 胸 と な っ た 。 記 
る こと さえ 恐れ て いま す 。 


これ ら の コー シャ 保守 派 は 、2 万 回 の 失敗 を 経て も 、 水 は 自発 的 に 上 り 坂 に 流れ な いこ と 、 る 
建設 する こと は で き な い こと を 学ぶ こと が で き な い し 、 学 ぶつ もり も な い 。 


彼ら は 白色 人 種 を 完全 に 見 捨て 、 実 際 、 ユ ダ ヤ 人 が 白色 人 
ユダ ヤ 人 を 恐れ て お り 、 彼 ら が 白人 種 に 属し て いる 4 


白人 に と っ て の 希望 は た だ 一 つ 、 そ れ は 、 責 任 感 が あり 聡明 な 正人 男女 が 下 計 心愛 装 、 そ し て 必要 な ら 命 を 捧げ る こと が で きる 、 痢 自 の 強 
力 な 人 種 宗教 を 構築 する こと で ある 。 。 


MG ダ ヤ 人 用 Ym 
こと を 説得 する こ 


CREATIVITY に は すべ て が 揃っ て いま す 。 
っ て きた よう に 、 人 種 的 宗教 を めぐ る 二 極 化 に お ! 
と が 今 の 私 た ちの 任務 で ある 。 ベ ヒモ ス 。 


私 た ちの 曰 人 人 種 の 同志 た ち を 正気 に 戻す こ ( 
教 と 私 た ちの 宗教 を 比較 する 比較 宗教 シリ 証 災 : 
教 と 比較 し て みて くだ さい 。 私 た ち は 自 分 が 


も し あな た が 考え 、 比 較 す れ ば 、 私 た ちと 同 | = 分 極 す る こと に 


よっ て の み 生 き 残 る こと が で き 、 私 た ち が 愚 
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